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研究成果の概要（和文）：本研究は19世紀のインドネシアにおいて発生した地震・火山噴火・降雨に焦点をあ
て、歴史的な新聞記事および報告書を用いて災害・気象記録の復元を試みた。19世紀前半の地震・火山噴火関連
の新聞記事は官報の役割もあり、地方行政官が観測した被害の様子が記事となった。被害規模に加え、揺れの強
さや時間、揺れ方などが記載され、読者が理解しやすい単語や強弱の程度を表す蘭語表現を明らかにした。ま
た、19世紀後半以降の雨量の経年変動を分析したことで、乾季雨量の減少傾向がみられた。20世紀後半以降、エ
ルニーニョと乾季雨量の相関が大きく、この約100年間でスマトラ島における気候の変化があったと推測でき
る。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the reconstruction of the historical earthquake, 
volcanic eruption, and precipitation data, which are recorded in the colonial newspapers and related
 reports. In the early 19th century, the colonial newspapers were important materials for the Dutch 
colonial government to collect detailed reports about natural disasters. The government officers in 
each region wrote articles by using clear and precise Dutch expressions for the readers. It was 
important for them to understand the detail of damages caused by the earthquake and volcanic 
eruption in geographically distant areas. In the latter 19th century, the precipitation in the dry 
season indicated a decline over the century and it indicates that climate change has occurred on 
Sumatera island over the century.

 

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は自然災害が頻発するインドネシアにおいてこれまで先行研究では対象とされてこなかった蘭語新聞記事
や報告書を用いて、歴史的な観測記録を復元し分析を加えたことに学術的な意義がある。近年、インドネシアは
地震・火山噴火による被害を大きく受けており、インドネシア気象庁による自然災害・気象観測データの取得
は、国としても大きな課題として掲げている。同時に、長期的な観測記録の分析は重要となるため、過去の観測
記録、特にオランダ植民地期の記録を復元することは、今後の防災対策の構築などのためにも社会的な意義が大
きい研究成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
インドネシアは 2000年代以降、2004年スマトラ沖地震や 2018 年スラウェシ中部地震、また
各島の火山噴火によって、地域社会が受ける被害の大きい災害が頻発している。インドネシア気
象庁が地震や火山活動の観測を担う一方、オランダ植民地期では当時の自然物理学協会が地震・
火山噴火を含む年次報告書を発行しており、歴史的な自然災害を対象とした研究も重要である。
Van Padang (1983)は植民地期史料を用いてジャワ・スマトラ島の活火山についてまとめ、Harris 
and Major (2016)は 19世紀以前の地震をWichmann (1918, 1922)の地震カタログより抽出し、各地
域で発生した地震の震度推定と整理を行った。筆者は、オランダ植民地期の 19世紀前半に発行
された新聞に着目し、掲載された地震報道記事および火山噴火報道記事で使用された蘭語表現
を分析することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では 1799年末に VOC（オランダ東インド会社）が解散されオランダ政府による直轄時
代となった 1810–1850 年を対象期間とする。19 世紀前半の植民地期に発生した地震や火山噴火
が新聞媒体においてどのように記述され報道されていたかに着目し、地震・火山噴火記録の整理
を行う。さらに本研究は、2020 年初頭に新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による影響を
大きく受けたため、19世紀後半における植民地期スマトラ島の雨量観測記録も復元することで、
自然災害とも重要な関わりがある気候変化についても歴史的観点から分析をすることとした。 
 
３．研究の方法 
（１）地震・火山噴火に関する史料・データベース 
インドネシアの 19世紀前半における地震動・火山噴火データを復元するために、本研究が取
り扱うオランダ植民地期の新聞は Bataviasche Koloniale Courant (1810–11 年発行 )、 Java 
Government Gazette (1812–16年発行)、Bataviasch Courant (1816–28年発行)、Javasche Courant (1828–
50年発行)の 4紙である。これら植民地期の新聞は、オランダの史料データベース Delpherより
検索および閲覧が可能である。Bataviasche Koloniale Courantはオランダ植民地政府下初の新聞と
なるが、1811 年にジャワ島がオランダ領からイギリス領直轄となったため、蘭語・英語併記の
Java Government Gazetteが発行開始された。1816年に再びジャワ島がオランダに返還された後は
Java Government Gazetteに代わり Bataviasch Courantが発行され、後に Javasche Courantに名称が
変更された。これら植民地期の新聞に加えて、米海洋大気局（NOAA）の NCEI/WDS Global 
Significant Earthquake Database、Harris and Major (2016)による地震動リスト、梶田・甲山 (2016)に
よる地震動の Rossi-Forel 震度階級とオランダ語表現の対応表、などを用いた。植民地期史料・
報道記事として記された地震動を表すオランダ語表現と、国際地震データベースや先行研究で
示された震度階級との対応関係を考察し、当時の地震動の記事において使用頻度が高かったオ
ランダ語表現を分析した。 
 
（２）雨量観測に関する史料・データベース 
インドネシア気象庁のデータベース（Data Online Pusat Database－DATA IKLIM）に加え、気象
記録復元に関する研究では、Können et al. (1998)がバタビア中央観測所等の記録を用いて 1829–
50 年の降雨日数記録および 1841–1997 年の海面気圧記録の復元を行い、タヒチの記録ともあわ
せることで、南方振動指数（SOI）を 19世紀後半まで伸ばした。Hamada et al. (2002)はインドネ
シア 46 観測地点における 1961–90 年の雨量記録を収集し復元することで、各地域の 20 世紀後
半の降雨分布と地域的特徴を示した。Siswanto et al. (2016) はジャカルタの雨量記録を 1866–2010
年まで復元および整理することで、約 150年間の連続した雨量記録を解析し、近年のジャカルタ
の急速な都市化と経済発展が降雨日数の減少につながったことを明らかにした。Pawitan (1990)
はスマトラ島の 1931–60年の月平均雨量データをリスト化した。本研究では、先行研究では対象
とされてこなかった植民地期の雨量観測記録となるオランダ植民地期の報告書
“Regenwaarnemingen in Nederlandsch-Indie『蘭印降雨観測』”の第 1巻から第 22巻を用いた。 
 
４．研究成果 
（１）19世紀植民地期における地震動・火山噴火データと蘭語表現の分析 
国際地震データベースと植民地期新聞記事を用いて、報道での使用頻度が高いオランダ語表
現をまとめた。米海洋大気局の NCEI/WDS Global Significant Earthquake Databaseでは 1810–1850
年の地震が 26 件登録されており、改正メルカリ震度階級が VIII 以上と判明している地震は 13
件である。また、Harris and Major (2016)の地震動リストでは同期間の地震は 50件である。一方、
植民地期の新聞 4紙を史料データベースDelpherにて対象期間中に発行された全紙を対象とした
ところ、地震関連の記事数は計 110点となった。そのうち、規模の大きな地震または植民地政庁
にとって重大と考えられた地震 11件については、複数回にわたって紙面上で掲載されており社



会的影響の大きさが読み取れる。この地震 11件中 7件については改正メルカリ震度階級が判明
していた。同様に、火山噴火記事についても対象期間中は 65点あり、主にジャワ島・スマトラ
島の火山噴火報道について考察を加えた。 

 
 ［結果］ 
1. 新聞 4紙はオランダ語が主言語で書かれたものであったため、特に重要だと考えられた地震

11 件の蘭語表現に着目し、記事として使用された表現・単語をリスト化した。梶田・甲山
(2016)は植民地期史料を用いて地震動の強さを表すオランダ語表現16種についてRossi-Forel
震度階級で推定したが、本研究で抽出した蘭語はその 16 種の表現よりもさらに細分化され
ていたことが分かった。 

2. 新聞は植民地政庁による内容の検閲を受けていた。新聞は行政報告書（官報）としての役割
もあり、多大な影響を与えた地震・火山噴火が発生した際には地方行政官等が観測した詳細
な様子が記事として掲載された。地震の第一報記事については、被害規模の把握が難しいこ
とから、揺れの強さや時間、揺れ方などが記載され、読者が理解しやすいような具体的な単
語かつ強弱の程度が認識しやすい表現が用いられた。 

3. 形容詞では「hevig：激しい・凄まじい」が最も多く登場するが、程度を示す副詞（vrij、veel、
zoo、zeer）を使う事が多い。同様に、強い地震には形容詞 「zwaar ：大きい」、「sterk：強い」
も使われ、副詞を伴うこともある。弱い地震動の場合は報道記事にならないが、大きい地震
に続く余震の記述では形容詞「klein：小さい」、「zwak ：弱い」などで示され、断続的に何回
も揺れが続く場合は「herhaaldelijk：繰り返しの」が使われた。強弱や大小を示す単語ではな
いが、その地震の社会的な重要性を示す「belangrijk：重要な」、「aanmerkelijk：著しい」、 
「aanzienlijk：重大な」が使われることで、読者にも懸念すべき災害が発生したことを伝える
表現方法がみられた。 

4. 19世紀前半の火山噴火の中では史上最大といえる 1815年 Tambora山噴火は様々な研究がな
され、英領期の Java Government Gazetteでは速報記事とその後の報道も含めて多くの被害状
況が記された。火山噴火に関する記事は主にジャワ島（東部 4火山、西部 4火山、中部Merapi
火山）が中心であり、それ以外の地域ではテルナテ島 Gamalama 山、バンダ海の Api Banda
山や Serua火山のみとなり、スマトラ島にも多くの火山はあるが取り上げられなかった。こ
れはジャワ島西部にバタヴィア政庁が置かれジャワ島全体やバンダ海／マルク諸島周辺が
貿易などで重要視していたものと考えられる。地震関連記事に比べ火山関連記事は 1つ 1つ
の文量が長い傾向もみられ、1回の噴火に対して連続して続報記事が掲載されることあった。 

 
（２）19世紀植民地期における雨量観測データ復元と雨量変動分析 

1879–1900年のインドネシア・スマトラ島における 24観測地点の月雨量記録を復元し、19世
紀後半の雨量の経年変動やスマトラ島各地域における雨季・乾季のはじまり、スマトラ島東岸・
西岸とバリサン山脈（スマトラ島西側を南北にはしる山脈）で分けられる地域での降雨の特徴、
そしてエルニーニョ現象発生年における乾季雨量の比較、などの観点から分析した。史料記録に
加えて、Pawitan (1990)の先行研究より 1931–60 年の月平均雨量データ、インドネシア気象庁
（Badan Meteorologi, Klimatologi, dan Geofisika）のデータベースより 1971–2014年の日雨量デー
タを用いて、過去約 100年の長期的な降雨変動の分析も行った。 
インドネシア気象庁の日雨量データは観測地点や観測年によって欠測データが多く、欠測よ
る解析への影響を最小限にするために、解析対象から取り除く「観測地点・観測年」を Hamada 
et al. (2002)にて使われた手法を用いて明確にした。半旬雨量（連続する 5日間の雨量）として、
1年（365日）を第 1半旬～第 73半旬に分け（閏年は第 12半旬を 6日間）、1つの半旬内での欠
測データの日数は「2日」まで認め、それ以上欠測がある場合はその半旬を欠測半旬とした。対
象の観測年に 1つでも欠測半旬が含まれる場合は、その観測年を解析対象から除外し、さらに欠
測データを含む半旬が 8以上の場合もその観測年は除外した。インドネシア気象庁の 1971–2014
年のスマトラ島 44 観測地点のうち「30 観測地点」を解析対象とした。それらを、
“Regenwaarnemingen in Nederlandsch-Indie『蘭印降雨観測』で復元した 1879–1900 年雨量記録、
Pawitan (1990)の 1931–60年雨量データと合わせて分析をし、以下の結果を得た。 
 
［結果］ 
1. 19 世紀後半のスマトラ島西岸では、多くの地点で年間雨量が 3000mm を超え、特に赤道直
下の西海岸 Padang 地点付近は雨量が多い傾向がみられた。一方、スマトラ島東岸は年間雨
量 3000mmを超えず、2000mm以下の地点も多いことが判明した。スマトラ島西部を南北に
分かつバリサン山脈の稜線東部では、年間雨量 2000–3000mm となっていた。これはバリサ
ン山脈の稜線東部ではスマトラ島東岸よりも標高が高いことが影響していると考えられる。 

2. 泥炭地域がひろがるスマトラ島東岸部 Bengkalisや最北端 Banda Acehの 2地点において、1–



5月（主に雨季）の月雨量は増加傾向を示しているが、6–12月（主に乾季）の月雨量は減少
傾向を示していることが分かった。一方、赤道付近の西岸 Padang付近 3地点において、1–5
月（主に雨季）の月雨量は減少傾向を示しているが、6–12月（主に乾季）の月雨量は増加傾
向となった。西岸地点と東岸地点とは異なる傾向を示したことで、バリサン山脈稜線を隔て
て東岸・西岸での雨の特徴が変化していることが明らかになった。 

3. これまで Eguchi (1983)や Aldrian and Susanto (2003)では、スマトラ島は北部と南部で気候区
分が異なるとされていた。しかし、19世紀後半の雨量記録を用いると、当時は西海岸 Padang
周辺の観測地点や東岸北部・東岸諸島域において降雨の特徴が一様ではないため、地図上に
気候区分を明瞭に描写するのは難しいことが判明した。 

4. 19世紀後半では、ENSO指標が高い年よりも低い年の方が乾季雨量の減少傾向がみられ、エ
ルニーニョ発生と乾季雨量の相関は小さいことが明らかになった。20世紀後半以降、エルニ
ーニョと乾季雨量の相関が大きく、泥炭地火災が深刻化になっていることを考慮すると、こ
の約 100年間でスマトラ島における気候の変化があったと推測できる。 
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